
１日目 
 13:00～13:10 開会、主催者挨拶 

 13:10～14:10 基調講演「圏域で取り組むインバウンド観光の価値」 
 （一社）ジャパンショッピングツーリズム協会専務理事／事務局長 
 （株）USPジャパン代表取締役社長  新津 研一 

 14:25～14:55 取組事例報告「八溝山周辺地域定住自立圏の現状と今後の展開」 
 大田原市長  津久井 富雄  

 14:55～15:20 総務省報告「定住自立圏構想の取組状況等について」 
 総務省地域力創造グループ地域自立応援課長  山越 伸子 

 15:30～17:00 パネルディスカッション「新たに定住自立圏に取り組むに当たって」 
 パネリスト    大和田 基 （一財）常陽地域研究センター 
  （五十音順）            理事／事務局長 
          小原 規宏 茨城大学人文学部准教授 
          小西砂千夫 関西学院大学大学院経済学研究科 
                人間社会福祉学部教授 
          高橋  靖 水戸市長  
          津久井富雄 大田原市長 
          平澤 文子 NPO環～WA 代表理事 
 コーディネーター 山越 伸子 総務省地域力創造グループ 
                地域自立応援課長 

  17:30～19:00 交流会（会費制） 
２日目 
  9:00～12:00 

現地視察（水戸芸術館、涸沼） 
※詳細は参加者宛に別途お知らせいたします。 

お問合せ・お申込み 

 総務省では、中心市と近隣市町村が相互に役割分担し、連携・協力することにより、圏域全体として
必要な生活機能を確保する「定住自立圏構想」を推進しています。今回は、圏域で取り組むインバウン
ド施策に焦点を当てるとともに、先進事例や新たに取組を始めた事例における課題や今後の展望等の共
有を行うことにより、全国の取組へと展開していくことを目的として開催します。 

日時：平成29年1月30日(月)13時00分～ 
会場：ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸 
 〒310-0031 茨城県水戸市大工町1-2-1 
 TEL：029-303-5111 
 JR水戸駅北口から徒歩約25分、バス約10分 
 （水戸駅北口④⑤⑥⑦番線乗車、「大工町」下車） 

参加無料 シンポジウムスケジュール 

※都合により、スケジュールやプログラムが変更される場合がありますので、予め御了承願います。 

主催：総務省 共催：茨城県、水戸市 後援：(一社)茨城県観光物産協会、(一社)水戸観光協会 

担当：総務省地域力創造グループ地域自立応援課 三木、北島     電話：03-5253-5391 
   茨城県総務部市町村課          佐々木、坂野    電話：029-301-2478 
   水戸市市長公室政策企画課        堀江、鈴木、高野  電話：029-232-9106 

会場地図 


	スライド番号 1

